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3月13日　市立中学校卒業式

　市立第三中学校では、大勢の保護者や来賓が見守る中、市立第三中学校で学校では学校で

104人が卒業証書を受け取り、学び舎を巣立ちました。証書を受け卒業証書を受け証書を受け

　この日市内7つの中学校合わせて、471人が夢に向かつの中学校合この日市内7つの中学の中学

って新たな一歩を踏み出しました。地域の宝である子ど一歩を踏み出しました。って新たな一歩を踏み出し出し

もたちのこれからに幸多からんことを願います。これからに幸多からんことを願もたちのこれからに幸多から
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3月7日　ふるさとの風景展2015　表彰式

2月21・22日　全国ラーメンフェスタフェスタ

3月8日　第53回会津熱塩三ノ倉スキー大会

喜
多
方

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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本
庁
舎
出
入
口
・
駐
車
場
変
更
の
お
知
ら
せ

　情報ステーション
は市民の皆さんの生
活に直結するいろい
ろな制度や催しなど
を紹介するコーナー
です。
　情報の詳細につい
ては、問へ連絡して
ください。

市民課と税務課の
証明業務を、午後7
時まで延長してい
ます。
※税務諸証明は本
庁のみで対応。
◆月曜日（塩川総合
　支所）
◆火曜日（本庁、高
　郷総合支所）
◆水曜日（熱塩加納
　総合支所）
◆木曜日（山都総合
　支所）
◆金曜日（本庁）

情報
ステーション

問問

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
、
市

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
防
災

の
拠
点
と
し
て
、
平
成
２５
年
７

月
か
ら
建
設
を
進
め
て
き
ま
し

た
新
本
庁
舎
が
完
成
し
ま
し

た
。こ

の
た
め
、
本
庁
舎
出
入
口

お
よ
び
来
庁
者
用
駐
車
場
が
上

の
図
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
来
庁
者
用
駐
車
場
の

一
部
で
引
き
続
き
工
事
を
行
い

ま
す
の
で
、
駐
車
場
ご
利
用
の

際
は
、
誘
導
員
な
ど
の
案
内
に

よ
り
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
に
手

続
き
な
ど
の
た
め
来
庁
さ
れ
る

場
合
は
、
通
用
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

財
政
課
管
財
班

☎（
２４
）５
２
５
２

    好評放送中

インフォメーション喜多方市
月～金　午後0時15分  午後5時45分
　　　　午前7時45分、
週間トピックス
土･日 　午前9時45分
FMきたかた78.2MHz

問問
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情 報 ステーション

尋
ね
く
だ
さ
い
。

下
水
道
課
総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
０

花
と
み
ど
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

の
手
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

●
助
成
内
容

市
内
の
公
共
性

の
高
い
施
設
を
利
用
し
て
花
壇

づ
く
り
を
行
う
取
り
組
み
に
要

す
る
経
費
に
対
し
２
３
０
０
０

円
を
限
度
に
予
算
の
範
囲
内
で

助
成
し
ま
す
。

●
助
成
対
象
者

花
と
み
ど
り

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
自
治

会
や
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
団

体●
申
請
方
法

観
光
交
流
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
産
業
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
を
作
成
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限

７
月
３１
日（
金
）

申
観
光
交
流
課
花
で
も
て

な
す
係

☎（
２４
）５
２
４
３

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
申
請
の
前
に
工
事
着
手
し
た

場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
汲
み
取
り
便
槽
お
よ
び
単
独

処
理
浄
化
槽
の
撤
去
に
か
か
る

補
助

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

に
伴
い
、
単
独
処
理
浄
化
槽
・

汲
み
取
り
便
槽
を
完
全
に
撤
去

す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
設

置
費
補
助
金
に
上
乗
せ
し
て
助

成
し
ま
す
。

※
新
築
や
完
全
撤
去
が
で
き
な

い
場
合
は
撤
去
費
補
助
の
該
当

に
な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
と
な
る
地
域

下
水
道

事
業
の
認
可
区
域
や
農
業
集
落

排
水
事
業
な
ど
の
採
択
さ
れ
た

区
域
以
外
の
市
内
全
域
。

●
申
請
期
限

申
請
書
の
締
め

切
り

１１
月
３０
日（
月
）

※
受
け
付
け
順
と
し
、
定
数
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
下
水
道
課
総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
０

浄
化
槽
設
置
に
伴
う
工
事
費

１
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
、

市
が
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
、
そ

の
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

※
補
助
金
額
な
ど
詳
し
く
は
お

テ
ム
は
電
力
受
給
開
始
日
、
そ

の
他
の
設
備
は
領
収
書
の
領
収

日
を
完
了
日
と
し
ま
す
）

●
募
集
開
始

４
月
１
日（
水
）

か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け
、
予

算
が
無
く
な
り
次
第
終
了

●
注
意
事
項

○
平
成
２７
年
度
よ
り
工
事
完
了

後
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

○
よ
り
多
く
の
方
へ
補
助
す
る

た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
補
助
単
価
及
び
上
限
額
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

○
中
古
品
は
対
象
外
で
す
。

●
申
込
方
法

申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
関
係
書
類
を

添
え
て
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
郵
送
な
ど
は
不
可
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

企
画
調
整
課
政
策
調
整

室☎（
２４
）５
２
０
７

●
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助

新
築
ま
た
は
更
地
に
し
た
う

え
で
の
建
て
替
え
や
、
増
築
ま

た
は
改
築
に
よ
り
汲
み
取
り
便

槽
な
ど
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
合
に
、
そ
の
費

市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
住
宅
に
設
置
す
る
市
民
の

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
設
備
と
補
助
金
額

及
び
募
集
件
数

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

２
万
円
／
㌔
ワ
ッ
ト
、
上
限
４

㌔
ワ
ッ
ト（
最
大
８
万
円
／
件
）

４０
件
程
度

○
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

定
額（
３
万
円
／
件
）３
件
程
度

○
ペ
レ
ッ
ト
・
薪
ス
ト
ー
ブ

設
置
費
の
５
分
の
１（
最
大
５

万
円
／
件
）
１０
件
程
度

○
小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム（
太

陽
光
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
発
電
シ
ス

テ
ム
含
む
）

定
額（
５
万
円
／
件
）１
件
程
度

●
応
募
資
格

○
市
内
の
住
宅
に
対
象
の
設
備

を
設
置
し
た
方

○
対
象
の
設
備
が
設
置
さ
れ
た

喜
多
方
市
内
の
住
宅
を
購
入

し
、
自
ら
居
住
し
て
い
る
方

○
平
成
２７
年
４
月
１
日
以
降
に

対
象
の
設
備
の
設
置
工
事
を
完

了
し
た
方（
太
陽
光
発
電
シ
ス

住
宅
用
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
に
対
す
る
補
助

浄
化
槽
設
置
費
の
補
助

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業

浄
化
槽
設
置
に
伴
う
水
洗
化

工
事
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

補
助
・
支
援

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

土地・建物の調査測量
会社・法人の登記

農地法３条・５条の許可申請
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山
、
猪
苗
代
湖
の
眺
望
が
楽
し

め
ま
す
。

●
日
時

５
月
３
日（
日
）午
前

７
時
５０
分
受
付
開
始

●
集
合
場
所

熱
塩
加
納
総
合

支
所

●
定
員

５０
人

●
参
加
費

大
人
１
０
０
０
円

小
・
中
学
生
５
０
０
円

●
申
込
期
限

４
月
２７
日（
月
）

※
箸
と
椀
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

黒
森
山
登
山
実
行
委
員

会
事
務
局（
熱
塩
加
納
総
合
支

所
産
業
課
内
）

☎（
３６
）２
１
１
５

市
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
方
へ
の
相
談
活
動
を

通
じ
て
、
介
護
保
険
施
設
な
ど

に
お
け
る
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
」
を
目
指
し
、
介
護

相
談
員
派
遣
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
担
い
手
と
な
る

介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
要
件

介
護
相
談
員
に
な
る

た
め
に
は
、
次
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
津
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

福
島
県
内
の
一
等
三
角
点
の
あ

る
山
で
一
番
早
い
山
開
き
で
す
。

●
日
時

４
月
１９
日（
日
）午
前

８
時
受
付
開
始

●
集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
荻
野
駅
前

●
参
加
費

無
料

※
先
着
７
０
０
人
に
記
念
バ
ッ

ジ
贈
呈
、
下
山
後
、
お
楽
し
み

抽
選
会
、
甘
酒
の
振
る
舞
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

鳥
屋
山
山
開
き
実
行
委
員
会

事
務
局（
高
郷
総
合
支
所
産
業

課
内
）

☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１
４

「
く
じ
ら
や
ま
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
る
黒
森
山
。
残

雪
の
間
に
イ
ワ
ウ
チ
ワ
の
花
が

咲
く
登
山
道
、
飯
豊
山
や
磐
梯

４
月
１０
日（
金
）は
、
児
童
扶

養
手
当
お
よ
び
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
定
時
支
給
日
で
す
。
平

成
２６
年
１２
月
か
ら
平
成
２７
年
３

月
分
が
振
込
に
な
り
ま
す
。

※
個
別
に
支
給
通
知
は
送
付
し

ま
せ
ん
。
登
録
さ
れ
て
い
る
通

帳
で
確
認
く
だ
さ
い
。

住
所
や
同
居
さ
れ
て
い
る
ご

家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は
変

更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
手

続
き
が
遅
れ
る
と
、
手
当
の
支

払
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
が
未
提
出
の

方
は
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

速
や
か
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

●
児
童
扶
養
手
当
と
は

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童（
１８
歳
に

達
す
る
日
後
最
初
の
３
月
３１
日

ま
で
の
間
に
あ
る
者
※
心
身
に

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は

２０
歳
未
満
）が
育
て
ら
れ
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活

の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た
め

２
０
１
５
第
13
回

黒
森
山
登
山

介
護
相
談
員
の
募
集

イ
ベ
ン
ト

募　

集

補
助
・
支
援

第
33
回
鳥
屋
山
山
開
き

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
定
時
支
給

に
、
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

ま
た
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
※
父
ま

た
は
母
が
心
身
に
重
度
の
障
が

い
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
て
も
支
給
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

や
、
父
ま
た
は
母
が
事
実
上
婚

姻
関
係
に
あ
る
場
合
は
支
給
さ

れ
な
い
な
ど
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
ま

た
は
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る

２０
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て

い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は

父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

な
お
、
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
な
い
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。

申
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援

係☎（
２４
）５
２
２
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班 問問
申申

問問

問問
申申
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〒966-0086 喜多方市字西四ッ谷43番地 102

●
応
募
方
法

応
募
の
動
機
、

理
由
に
つ
い
て
４
０
０
字
程
度

に
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル（m

achizukuri
@
city.kitakata.fukushim

a.
jp

）で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

４
月
１７
日（
金
）

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

※
選
考
結
果
は
後
日
、
応
募
者

本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
室

☎（
２４
）５
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
０
７
３

観
光
交
流
拡
大
お
よ
び
飯
豊

山
登
山
者
の
利
便
性
を
図
る
た

め
、
飯
豊
山
ア
ク
セ
ス
バ
ス
運

行
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

●
運
行
経
路

Ｊ
Ｒ
山
都
駅
〜

山
都
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
「
い

い
で
の
ゆ
」
〜
飯
豊
山
寄
覧
所

館
（
川
入
行
政
区
内
）

●
運
行
期
間
な
ど

７
月
１７
日

（
金
）か
ら
８
月
３１
日（
月
）ま
で

の
間
で
毎
週
金
曜
日
か
ら
月
曜

日
ま
で
運
行（
実
質
２８
日
間
）運

行
内
容
は
１
日
２
往
復

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

６
月
２０
日（
土
）午
前

９
時
３０
分
〜
午
後
４
時

●
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料

１
０
０
０
円

●
応
募
資
格

太
極
拳
ゆ
っ
た

り
体
操
の
動
作
を
正
し
く
理
解

し
普
及
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
意
思

の
あ
る
も
の
と
し
、
医
師
か
ら

運
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
者
。

●
募
集
定
員

５０
人

●
募
集
開
始

４
月
１０
日（
金
）

か
ら（
定
員
に
な
り
次
第
締
切

ま
す
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
・

予
防
室

☎（
２４
）５
２
４
２

任
期
満
了
に
あ
た
り
、
都
市

計
画
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
委

員
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
人
員

４
人

●
任
期

２
年
間

●
応
募
資
格

①
市
内
に
お
住
ま
い
の
満
６５
才

以
下
の
方
②
他
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
で
な
い
方
③
市
職
員
お

よ
び
市
議
会
議
員
で
な
い
方

①
全
国
養
成
研
修
の
受
講（
前

期
後
期
合
わ
せ
て
５
日
間
）

②
市
内
介
護
保
険
施
設
に
お
け

る
相
談
活
動
実
習（
２
日
間
）

●
応
募
資
格

市
内
在
住
で
、

介
護
保
険
な
ど
に
関
心
が
あ
り
、

継
続
的
に
活
動
可
能
な
方

●
募
集
人
員

２
人

●
選
考
方
法

応
募
用
紙
に
よ

る
書
面
審
査
お
よ
び
面
接

※
面
接
日
は
、
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
活
動
内
容

派
遣
先
に
て
の

相
談
業
務
お
よ
び
定
例
会
の
参

加（
報
告
書
の
提
出
）

●
応
募
期
限

４
月
３０
日（
木
）

●
申
込
方
法

応
募
用
紙
に
よ

り
、
本
庁
高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
・
予
防
室
へ
期
限
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
・

予
防
室

☎（
２４
）５
２
３
１

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
を
深

く
学
び
、
普
及
す
る
た
め
、
太

極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
サ
ポ
ー
タ

ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

市
民
花
づ
く
り
講
座

受
講
生
の
募
集

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
サ
ポ

ー
タ
ー
講
習
会
参
加
者
募
集

都
市
計
画
審
議
会
委
員
の

公
募

「
飯
豊
山
登
山
ア
ク
セ
ス
バ
ス
」

運
行
事
業
者
の
公
募

●
公
募
期
間

４
月
６
日（
月
）

〜
１７
日（
金
）午
後
５
時
必
着

※
応
募
方
法
、
資
格
要
件
、
経

費
な
ど
詳
し
く
は
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
山
都
総
合
支
所
産
業
課

商
工
観
光
係

☎（
３８
）３
８
３
１

花
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

方
、
家
庭
や
地
域
で
花
づ
く
り

に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

初
心
者
の
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

第
１
回
開
講
式

４
月
２３
日（
木
）午
前
９
時
３０
分

〜
１１
時
３０
分

●
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
第
３

会
議
室

※
年
５
回
を
予
定
。
開
講
式
で

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
内
容

花
づ
く
り
の
基
本
知

識
と
実
践

●
募
集
人
数

３０
人
程
度

●
受
講
料

年
間
５
０
０
円

●
申
込
期
限

４
月
１０
日（
金
）

市
民
花
と
み
ど
り
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
会
議
市
民
花
づ

く
り
講
座
事
務
局（
鈴
木
）

☎（
２４
）２
０
５
２

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申
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際
交
流
協
会
事
務
局
ま
で
直

接
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

会
津
喜
多
方
国
際
交
流

協
会
事
務
局（
会
津
喜
多
方
商

工
会
議
所
内
）

☎（
２４
）３
１
３
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
１
７
１

都
市
計
画
道
路
坂
井
四
ツ
谷

線
の
整
備
に
伴
い
、
周
辺
区
域

を
一
体
的
に
整
備
す
る
た
め
、

御
清
水
公
園
の
区
画
の
変
更
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
第

１６
条
第
１
項
に
基
づ
き
公
聴
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
公
聴
会

は
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
、

公
聴
会
に
出
席
し
意
見
を
述
べ

た
い
方
は
、
公
述
の
申
し
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

４
月
１７
日（
金
）

午
後
６
時
３０
分

●
場
所

本
庁
舎
第
１
会
議
室

●
公
述
人
の
資
格

喜
多
方
市
に
お
住
ま
い
の
方

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
勤

労
青
少
年

●
講
座
の
時
間

午
後
７
時
〜

９
時

●
受
講
料

無
料（
材
料
費
負

担
有
り
）勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３（
火
曜
日
休

館
）会

津
喜
多
方
国
際
交
流
協
会

で
は
、
市
内
に
住
む
外
国
人
の

方
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
ご
家
族
や
お
知
り

合
い
で
日
本
語
に
困
っ
て
い
る

方
ま
た
は
日
本
語
を
学
習
し
た

い
と
い
う
方
が
い
ま
し
た
ら
是

非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時

４
月
８
日
〜
７
月
１

日

毎
週
水
曜
日（
全
１１
回
）午

後
６
時
３０
分
〜
８
時

※
４
月
２９
日
、
５
月
６
日
は
お

休
み
に
な
り
ま
す
。

●
会
場

喜
多
方
プ
ラ
ザ

●
会
費

３
０
０
０
円

●
内
容

文
字
、
会
話（
レ
ベ
ル

容

別
）、
日
本
語
能
力
検
定
試
験

対
策
、
交
流
会

※
教
室
の
見
学
も
可

●
申
込
方
法

会
津
喜
多
方
国

楽
し
み
な
が
ら
教
養
を
身
に

付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も

で
き
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

原
則
と
し
て
、
市

高
齢
者
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種

募　

集

お
知
ら
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
催
講
座

新
規
受
講
生
募
集

在
住
外
国
人
対
象

日
本
語
教
室
生
徒
募
集

都
市
計
画
公
園「
御
清
水
公
園
」

の
変
更
に
関
す
る
公
聴
会

●
公
述
の
申
出

４
月
１０
日（
金
）午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）ま
で
に
、
必
要

事
項
を
記
載
し
た
公
述
申
出
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
公
聴
会
の
傍
聴

公
聴
会
を
傍
聴
し
た
い
方

は
、
当
日
、
会
場
へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。
※
会
場
の
都
合
で
傍

聴
席
の
数
を
限
ら
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
建
設
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
室

☎（
２４
）５
２
４
０

今
年
度
の
対
象
者
は
、
平
成

２７
年
度
に
６５
歳
か
ら
１
０
０
歳

ま
で
の
５
歳
毎
の
年
齢
に
な
る
、

過
去
に
一
度
も
こ
の
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
と
な

り
ま
す
。
接
種
期
間
は
平
成
２８

年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。
対
象

者
に
は
、
個
人
通
知
し
ま
し
た

の
で
、
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
６０
歳
か
ら
６５
歳
ま
で

の
方
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

就
職
・
退
職
さ
れ
た
方
へ

〜
国
民
健
康
保
険
異
動
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
〜

器
の
機
能
障
害
、
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
方
も
、
過
去

に
こ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
場
合
は
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
該
当
の
方
は
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
予
防
接
種
は
義

務
で
は
な
く
、
効
果
や
副
反
応

な
ど
を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、

ご
自
分
の
意
思
と
責
任
で
接
種

を
希
望
し
た
方
に
行
う
も
の
で

す
。申

保
健
課
健
康
推
進
室

☎（
２４
）５
２
２
３
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班退
職
し
た
と
き
は
…

会
社
を
退
職
し
た
方
な
ど
職

場
の
健
康
保
険
を
抜
け
た
後
の

健
康
保
険
の
手
続
き
に
は
、
次

の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
を

任
意
継
続

手
続
き
先

勤
め
て
い
た
会
社

な
ど

②
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に

問問
申申

問問
申申

問問
申申

講　座　名 内　　　　　容 曜　　　日
書道講座 書道の基本と実技 第1・3木曜日
生花講座 生け花の基本と実技 第1・3水曜日
着付講座 着付け・組紐の基本と実技 第2・4月曜日
茶道講座 茶道の基本と実技 第2・4水曜日
料理講座 エコクッキング 第2木曜日

■その他の講座
ライフステップ
アップ講座

手芸、料理、軽スポーツなどに
チャレンジ

6月～11月
第1・3金曜日

卓球サークル 自主活動 毎週水・木・日曜日
新規講座 ネイルアート講座等 不定期

■教養講座

問問
申申
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情 報 ステーション

※
詳
し
く
は
縦
覧
場
所
に
備
え

付
け
の
図
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
関
係
図
書
の
縦
覧

○
期
間
…
４
月
１
日（
水
）〜
１５

日（
水
）午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

●
縦
覧
場
所

本
庁
舎
３
階

所

下

水
道
課
内

申
下
水
道
課
総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
０

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
火
災
で
大
切
な

命
を
失
わ
な
い
た
め
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、

作
動
す
る
か
ど
う
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
山
火
事
防
止
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
空
気
が

乾
燥
し
て
山
火
事
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
消
防
本
部
消
防
課

☎（
２２
）６
２
１
３

て
い
る
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書（
本
年
４
月
１
日

以
降
に
証
明
さ
れ
た
も
の
）

・
マ
ル
学
該
当
者
の
保
険
証

・
印
鑑

●
卒
業
な
ど
に
よ
り
在
学
し
な

く
な
っ
た
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
マ
ル
学
該
当
者
の
保
険
証

・
印
鑑

・
届
出
に
来
る
方
の
本
人
確
認

証
明（
運
転
免
許
証
な
ど
）

申
市
民
課
市
民
窓
口
班

☎（
２４
）５
２
２
５
、
保
健
課
国

保
医
療
係
☎（
２４
）５
２
２
４
ま

た
は
各
総
合
支
所
住
民
課
市
民

サ
ー
ビ
ス
班

４
月
１
日
よ
り
次
の
区
域
で

下
水
道
供
用
お
よ
び
下
水
処
理

を
開
始
し
ま
す
。

供
用
を
開
始
す
る
区
域
と
新

た
に
受
益
者
負
担
金
を
賦
課
す

る
区
域
を
縦
覧
し
ま
す
。

●
供
用
開
始
お
よ
び
受
益
者
負

担
金
を
賦
課
す
る
区
域

喜
多
方
処
理
区
の
一
部
、
塩

川
処
理
区
の
一
部
、
熱
塩
加
納

処
理
区
の
一
部

市
民
課
市
民
窓
口
班

☎（
２４
）５
２
２
５
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班
マ
ル
学
と
は
、
修
学
の
た
め

に
本
市
を
転
出
後
も
親
元
の
住

所
地
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
制
度

で
す
。
新
た
に
マ
ル
学
と
な
る

場
合
や
、
前
年
度
に
引
き
続
き

在
学
し
て
い
る
場
合
は
「
マ
ル

学
該
当
届
」、
卒
業
な
ど
に
よ

り
在
学
し
な
く
な
っ
た
場
合
は

「
マ
ル
学
非
該
当
届
」
が
必
要

で
す
の
で
、
す
み
や
か
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
た
に
マ
ル
学
と
な
る
方

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書（
学
生
証
な
ど
の

他
の
証
明
書
は
不
可
）・
マ
ル

学
と
な
る
方
の
保
険
証
・
印
鑑

・
届
出
に
来
る
方
の
本
人
確
認

証
明（
運
転
免
許
証
な
ど
）

●
前
年
度
に
引
き
続
き
在
学
し

め
、
翌
日
以
降
の
手
続
き
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
日

無
保
険
の
期
間
を

置
く
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
手
続
き
日
に
関
わ
ら
ず
以

前
の
健
康
保
険
の
喪
失
日
に
な

り
ま
す
。

  

就
職
し
た
と
き
は
…

就
職
し
た
方
、
家
族
の
健
康

保
険
に
扶
養
と
し
て
加
入
し
た

方
は
、
国
保
の
脱
退
手
続
き
が

必
要
で
す
。

←

【
国
保
の
脱
退
手
続
き
】

◆
手
続
き
場
所
・
手
続
き
で
き

る
方

加
入
時
と
同
じ

◆
必
要
な
も
の

○
新
し
い
健
康
保
険
証（
全
員

分
）※
加
入
日
の
確
認
の
た
め
、

他
の
保
険
に
入
ら
れ
た
方
全
員

の
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
国
民
健
康
保
険
証

不
要
と
な
っ
た
国
民
健
康
保
険

証
を
返
却
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類
・
印
鑑

加
入
時
と
同
じ

修
学
の
た
め
の
保
険
証

「
マ
ル
学
」
の
手
続
き

喜
多
方
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
・

受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
縦
覧

入
る

手
続
き
先

家
族
の
勤
務
先

③
国
民
健
康
保
険（
以
下｢

国

保｣

）に
加
入

手
続
き
先

市
役
所
窓
口

←

【
国
保
の
加
入
手
続
き
】

◆
手
続
き
場
所

市
民
課
・
各

総
合
支
所
住
民
課

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

※
窓
口
延
長
時
間
帯
で
は
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
。

◆
手
続
き
で
き
る
方

本
人
、
ま
た
は
同
一
世
帯
の
方

※
別
世
帯
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
必
要
な
も
の

○
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書

退
職
さ
れ
た
職
場
か
ら
作
成
し

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
書
類

の
名
称
は
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
本
人
確
認
書
類

写
真
入
り

の
住
基
カ
ー
ド
・
免
許
証
な
ど
。

○
印
鑑

本
人
以
外
が
手
続
き

す
る
場
合
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
手
続
き
の
時
期

国
保
は
、

他
の
健
康
保
険
の
資
格
喪
失
日

（
通
常
退
職
日
の
翌
日
）に
加
入

と
な
り
ま
す
。
退
職
日
当
日
は

健
康
保
険
の
資
格
が
あ
る
た

加
入
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と

遡
っ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
一
度
に
多
く
の
国
保

税
が
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問

脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
る
と

二
重
に
保
険
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
お
悩

み
の
方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が

心
配
な
方
、
人
事
・
労
務
な
ど

で
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

喜
多
方
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー（
喜
多
方
労
働
基
準

監
督
署
内
）

☎（
２２
）４
２
１
１

セ
ク
ハ
ラ･

性
差
別･

妊
娠
な
ど

の
不
利
益
取
扱
い
、
育
児･

介

護
休
業
法
な
ど
の
相
談
窓
口

（
福
島
労
働
局

雇
用
均
等
室
）

☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
９

あ
い
づ
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
続
登
記

や
会
社
設
立
な
ど
の
登
記
相

談
、
悪
質
商
法
な
ど
の
消
費
者

問
題
、
借
金
な
ど
の
多
重
債
務

問
題
、
東
日
本
大
震
災
関
連
、

会
津
地
方
に
お
け
る
豪
雨
災
害

問
題
な
ど
の
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
日
時

４
月
１８
日（
土
）

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

分●
内
容

今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

に
プ
ラ
ス
し
て
、
新
た
な
技
能

習
得
の
た
め
の
職
業
訓
練
に
つ

い
て
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
内
容
の
説
明
会
で
す
。

●
対
象
者

職
業
訓
練
、
見
学

会
共
に
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
職

業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と

判
断
さ
れ
た
方

●
受
講
料

職
業
訓
練
、
見
学

会
共
に
無
料

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会

津（
開
発
援
助
課
）

☎
０
２
４
２（
２６
）０
５
２
０

人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
、

雇
用
形
態
の
変
化
な
ど
に
伴

い
、
労
働
者
と
事
業
主
と
の
紛

争
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
内

容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
個
別
労
働
紛
争
の

未
然
防
止
と
職
場
慣
行
を
踏
ま

え
た
円
満
・
迅
速
な
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
福
島

労
働
局
で
は
「
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
情
報
提

供
・
相
談
」
な
ど
の
紛
争
解
決

用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
な

ど
を
対
象
と
し
て
、
職
業
訓
練

（
新
た
な
お
仕
事
を
目
指
す
方
が

知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
場
）

に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め

に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。

●
求
職
者
支
援
制
度
の
ポ
イ
ン

ト①
受
講
す
る
職
業
訓
練
の
受
講

料
が
無
料

②
職
業
訓
練
を
受
講
中
も
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
が
就
職
支
援
を
実
施

③
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

に
は
、
訓
練
期
間
中
「
職
業
訓

練
受
講
給
付
金
」
を
支
給

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

☎（
２２
）４
１
１
１

―
在
職
者
の
皆
さ
ん
へ
―

【
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

募
集
】

ア
ナ
ロ
グ
回
路
の
設
計
と
評
価

の
実
践
技
術（
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

編
）

●
募
集
期
間

５
月
１８
日（
月
）

ま
で

●
募
集
定
員

１０
人

●
日
程

６
月
２
日（
火
）、
３

日（
水
）、
４
日（
木
）

あ
な
た
が
抱
え
て
い
る
法
律

問
題
を
経
験
豊
富
な
弁
護
士
が

解
決
に
導
き
ま
す
。
費
用
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
日
時

５
月
１２
日（
火
）午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

●
場
所

厚
生
会
館

●
申
込
方
法

相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
開
催
日
３
日
前
ま
で

電
話
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。
先
着
１０
人
ま
で
と
な
り
ま

す
。（
受
付
時
間
は
月
曜
日
〜

金
曜
日
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午

後
５
時
）

※
地
区
外
の
方
も
受
け
付
け
ま

す
。
相
談
時
間
は
一
人
当
た
り

３０
分
以
内
で
、
な
る
べ
く
当
事

者
本
人
が
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

喜
多
方
市
勤
労
者
互
助

会（
商
工
課
内
）

☎（
２４
）５
２
３
３

（
一
財
）福
島
県
民
共
済
会

☎
０
２
４（
５
２
１
）３
３
９
２

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇

司
法
書
士
無
料
相
談

お
知
ら
せ

福
島
県
民
共
済
会
主
催

「
無
料
法
律
相
談
会
」

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

募
集
の
お
知
ら
せ

「
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

―

早
期
就
職
を
目
指
す
方
へ
―

求
職
者
支
援
制
度

●
内
容

抵
抗
、
コ
ン
デ
ン
サ
、

ダ
イ
オ
ー
ド
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

の
特
性
・
動
作
原
理
を
理
解
し
、

こ
れ
ら
を
用
い
た
回
路（
整
流

回
路
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
に
よ
る

ス
イ
ッ
チ
ン
グ
回
路
・
増
幅
回

路
な
ど
）の
設
計
・
評
価
技
法

を
習
得
し
ま
す
。

●
受
講
料

１
万
３
５
０
０
円

●
申
込
方
法

受
講
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
持

参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
２

（
２６
）１
５
８
５
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
求
職
者
の
皆
さ
ん
へ
―

【
訓
練
生
募
集
】

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
加
工
技
術
コ

ー
ス（
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科
）

●
募
集
期
間

４
月
１７
日（
金
）

ま
で

●
募
集
定
員

１５
人

●
訓
練
期
間

５
月
８
日（
金
）

〜
１０
月
３０
日（
金
）

●
選
考
日

４
月
２１
日（
火
）

【
施
設
見
学
会
】

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
開
催
日
時

４
月
６
日（
月
）、

時

２０
日（
月
）

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
０
時
３０

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申
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情 報 ステーション

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の

記
載
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で

申
請
が
で
き
ま
す
。

申
市
民
課
市
民
窓
口
班

☎（
２４
）５
２
２
６

会
津
若
松
年
金
事
務
所

☎
０
２
４
２（
２７
）５
３
２
１

●
受
付
時
間

月
曜
日（
月
曜
日

間

が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）午

前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

火
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時

☎
０
５
７
０（
０５
）１
１
６
５

●
日
時

４
月
９
日（
木
）、

５
月
１４
日（
木
）午
前
１０
時
３０
分

〜
午
後
４
時

●
場
所

喜
多
方
プ
ラ
ザ
第
一
会
議
室

●
相
談
時
間

一
人
３０
分
程
度

※
事
前
に
予
約
さ
れ
た
方
の
み

ご
利
用
で
き
ま
す
。
必
ず
相
談

日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎（
２４
）５
２
１
８
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班
平
成
２７
年
度
の
「
学
生
納
付

特
例
」
新
規
受
付
が
４
月
１
日

よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

「
学
生
納
付
特
例
」
と
は
２０

歳
以
上
の
学
生
に
つ
い
て
、
本

人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合

に
限
り
、
申
請
に
よ
り
在
学
中

の
保
険
料
の
納
付
が
１０
年
間
猶

予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

申
請
が
必
要
な
方
は
、
在
学

期
間
が
分
か
る
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
、
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
年
金
手

帳
や
納
付
書
が
お
手
元
に
あ
る

方
は
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
）

な
お
、
平
成
２６
年
度
に
お
い

て
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い

る
方
で
、
平
成
２７
年
度
以
降
も

在
学
予
定
の
方
に
は
、
基
礎
年

金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

●
場
所

厚
生
会
館

第
二
研

修
室

●
予
約
受
付
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
０
時
３０
分
、

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

あ
い
づ
司
法
書
士
会
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
８１
）５
５
３
９

縦
覧
制
度
は
、
納
税
者
の
皆

さ
ん
が
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

を
比
較
し
、
自
ら
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
の
適
正
さ
を
確
認

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

●
縦
覧
日
時

４
月
１
日（
水
）

〜
５
月
２５
日（
月
）午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
縦
覧
で
き
る
方

市
内
に
土

地
、
家
屋
を
有
す
る
納
税
者

●
縦
覧
手
数
料

無
料

※
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄

帳
）に
つ
い
て
は
通
年
で
の
閲

覧
が
可
能
で
す
。

●
閲
覧
を
請
求
で
き
る
方

納

税
義
務
者
、
法
定
相
続
人
、
借

地
借
家
人
な
ど

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
申
請

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

税　

金

年　

金

年
金
相
談
の
受
け
付
け

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
・

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

●
閲
覧
手
数
料

１
件
に
つ
き

２
０
０
円（
た
だ
し
、
縦
覧
期

間
中
は
無
料
で
す
）

●
縦
覧
・
閲
覧
場
所

市
役
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
た
は

各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー

ビ
ス
班
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。

問問
申申

問問
申申

問問
申申

問問
申申ありがとうございます　ふるさと納税（寄附）へのご協力

平成26年度の寄附の状況は、2月末現在で830人の方から1,200万2,180円をお
寄せいただきました。

市では、ご寄附いただきました皆さんのお気持ちに沿えるよう、大切に使わ
せていただきたいと考えております。

これまでの詳細および申し込み方法などは市のホームページをご覧ください。
今後とも「ふるさと喜多方」に対するご支援をよろしくお願いします。
申  企画調整課 地域振興対策室☎（24）5209　FAX（25）7073
　   Eメールseisaku@city.kitakata.fukushima.jp
問 問申 申
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　住民基本台帳の一部の写しの閲覧は、公共性・公益性が認められる場合のみできることになってい
ます。
　住民基本台帳法第11条第3項および第11条の2第12項に基づく、喜多方市における住民基本台帳の閲
覧状況を次のとおり公表します。

■対象期間　平成26年4月1日～平成27年3月31日

№

申出者の氏名（法人の
場合にあってはその
名称および代表者ま
たは管理人の氏名）

委託元 利用目的の概要 閲覧月日 閲覧に係る
住民の範囲

1
株式会社ITスクエア
／代表取締役社長
伊藤則明

福島県 「平成26年度福島県県政
世論調査」の対象者抽出 7月31日

塩川町字古戸城、塩
川町遠田の15歳以上
の男女

2
一般社団法人新情報
センター／事務局長
平谷　伸次

一般社団法
人日本家族
協会

「第7回男女の生活と意識
に関する調査」の対象者
抽出

8月22日

字桜ガ丘一丁目、字
桜ガ丘二丁目の日本
国籍を有する満16歳
以上49歳以下の男女

3 一般社団法人中央調
査社／会長西澤豊 内閣府 「日常生活に関する意識

調査」の対象者抽出 10月31日
松山町村松、松山町
鳥見山の60歳以上の
日本人の男女

4 タカラ印刷株式会社
／代表取締役林克重 福島県

「男女共同参画・女性の
活躍促進等に関する県民
意識調査」の対象者抽出

12月15日

字越巻、字経壇、字
桜ガ丘二丁目、関柴
町上高額字境田の満
20歳から60歳までの
男女

5
株式会社東京建設コ
ンサルタント／北陸
支店支社長矢田弘

国土交通省

「阿賀川の環境整備に関
する事業の効果を分析す
るための住民意識アンケ
ート」送付世帯の抽出

1月21日 市内全域

6
株式会社ビデオリサ
ーチセンター／代表
取締役社長秋山創一

日本たばこ
産業株式会
社

2015年「全国たばこ喫煙
者率調査」の対象者抽出 1月22日

高郷町夏井の大正14
年5月1日から平成7
年4月30日生まれの
男女

№ 国または地方公共団
体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧月日 閲覧に係る

住民の範囲

1
防衛省(自衛隊福島地
方協力本部会津若松
出張所)

自衛官の募集に伴う広報 11月12日～13日
市内全域の平成9年4
月2日から平成10年4
月1日生まれの男女

問 市民課 市民窓口班☎（24）5225

住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況

○統計調査、世論調査、学術研究その他の調査研究のうち、公益性の高いもの

○国・地方公共団体の機関が法令で定める事務を行うためのもの

問問
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 申 高齢福祉課 介護保険・予防室　☎（24）5242
　　  熱塩加納総合支所　住民課　市民サービス班　☎（36）2113
　　  塩川総合支所　　　住民課　市民サービス班　☎（28）1251
　　  山都総合支所　　　住民課　市民サービス班　☎（38）3824
　　  高郷総合支所　　　住民課　市民サービス班　☎0241（44）2113

太極拳ゆったり体操教室

足腰元気教室

　太極拳ゆったり体操は、「介護予防に効果がある」と検証された運動です。自立した生活をす
るためにも生活の一部としてみませんか。ぜひ参加して下さい。
【受講料】 4,000円（前期2,000円、後期2,000円）
 ※別途スポーツ傷害保険料：1,850円（65歳以上は1,000円）が必要です。
 ※受講料は半期ずつ分納することができます。
【定　員】 60人程度
【対　象】 福祉センター教室（市内在住で概ね65歳以上で自己の健康管理のもと体操ができる方）
 市が委託する施設教室（85歳以上または要介護認定を受けた方で要支援1・2までの方）
【実施期間】 平成27年5月～平成28年3月（全40回）　
  福祉センター教室の初回は5月8日（金）、市が委託する施設教室の初回は5月初旬です。

 各回とも午後2時～3時　　※体操前の血圧測定は午後1時30分～
【会　場】 総合福祉センター2階 多目的ホール　または市が委託している施設
【申し込み】 初回の申込締切は4月15日（水）まで　※ただし、定員に達するまで随時申込可

 申請書は高齢福祉課にありますのでお問い合わせください。
【注意事項】

・スポーツ傷害保険は保険料納入後の次の回からの適用となります。
・都合により年度途中で辞退されても、受講料などをお返しすることはできません。

　ご存知ですか？関節痛は、筋肉が関係している事もあるのです。日頃の手入れの大切さと方法
を学んでみませんか？ぜひ、参加して下さい。

開催場所 開催期間 定員 申込締切 初回開催日
熱塩加納　夢の森 5月～2月  全10回 30人 4月24日（金） 5月11日（月）
塩川保健福祉センター

（基礎コース） 5月～3月  全11回 30人 4月20日（月） 5月13日（水）

塩川保健福祉センター
（ステップアップコース） 5月～3月  全11回 50人 4月20日（月） 5月20日（水）

山都保健センター 4月～3月  全12回 30人 4月10日（金） 4月15日（水）
カイギュウランドたかさと 6月～3月  全10回 30人 5月20日（水） 6月4日（木）

※申し込み多数の場合、抽選となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

～送迎について～　次の方は送迎が利用できます。
　○現在要支援1・2の認定を受けている方
　○80歳を超えた方で、ひとりで来場することができず、家族も送迎できない方

問問申 申

「介護予防教室」参加募集お知らせ
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平成27年 喜多方市 農作業料金基準表
単位：円（税込）

☆標準料金のため、圃場条件や作業の難易度、収穫量等著しく異なる場合は、当事者間協議のうえ決
定してください。

所 　 ☎（27）2112　　■山都総合支所 ☎（38）3835　　■高郷総合支所 ☎0241（44）2114

作業名 種別 単位 金額 備　　　　　　　考

一 般 作 業 男女とも 1日
（実働8時間） 6,400 作業内容により相当額加算することができる。

（※消費税は含みません）

耕 耘 作 業
ロータリー耕 10a 5,142

・特殊圃場は相当額加算することができる。クロ
ーラートラクターの場合1,028円加算することがで
きる。
・畑の2回耕耘の場合は2,057円加算する。

プラウ耕 10a 6,994 特殊圃場は相当額加算することができる。

代 掻 作 業 トラクター 10a 6,171
特殊圃場は相当額加算することができる。クロー
ラートラクターの場合1,028円加算することができ
る。

田 植 作 業
田植機 10a 5,451 特殊圃場は相当額加算することができる。

側条施肥機 10a 6,994 特殊圃場は相当額加算することができる。

耕耘、代掻、田植、肥料散布まで 10a 16,368 特殊圃場は相当額加算することができる。

育 苗 代 1箱当り 668 運搬費含まず。

苗 運 搬 1箱当り 51

稲 刈 作 業 コンバイン 10a 17,485
特殊圃場は相当額加算することができる。結束は
3,085円加算する（ひも代含む）。バインダーは7,199
円（ひも代含む）。

籾 運 搬 10a 2,057
脱 穀 作 業 10a 9,257
乾 燥 作 業 10a 8,742 補助乾燥は両者協議のうえ設定することができる。

籾 摺 作 業 1袋（30㎏） 308
刈取、運搬、乾燥、籾摺まで 10a 31,885 特殊圃場は相当額加算することができる。

色 彩 選 別 機 60㎏ 540 自己搬入。

精 米 玄米 1袋（30㎏） 359

製 粉
米 1㎏ 154
玄そば、小麦 1㎏ 205

肥 料 散 布 10a 1,028 100㎏まで。100kgを超える場合には1袋当り205円
を加算する。

堆 肥 散 布 マニア
スプレッター 1t 2,057 特殊圃場は相当額加算することができる。積み込

みの場合1t当たり514円加算する。

農薬散布（機械）
粉（粒）剤 10a 719 特殊圃場は相当額加算することができる。

水和剤 10a 1,234 特殊圃場は相当額加算することができる。

ワ ラ 梱 包
ロールベーラー 1梱包 205 ひも代含む。

ヘーベーラー 1梱包 102 ひも代含む。

畦 畔 塗（ 機 械） 1m 41
溝 き り（ 機 械） 1m 20
畦 畔 草 刈 1時間 1,337 燃料・機械代含む。
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地　域 地　域　の　範　囲 平均額 最高額 最低額 データ数

A 塩川 旧県道北山会津若松線・市道江添長峰線及び
駒形堰で境界される以西地域 22,700 25,000 20,000 289

B

喜多方 平坦地域

20,300 24,000 15,000 836
塩川

旧県道北山会津若松線・市道江添長峰線・駒
形堰・市道東常世向原線・国営雄国開拓事業
実施地域で境界される地域

C

喜多方 赤崎林

18,000 20,000 13,200 425

熱塩加納

五目、蕀原、上根岸、下根岸、下谷地、鷲田、
半在家、岩尾、八反田の一部、田中の一部、
中川原の一部、上野、上針生の一部、下針生、
金屋、栗生沢、宇津野の一部、赤崎、赤崎林、
御林

山都 三津合

高郷
大田賀、西羽賀、夏井、川井、永農、西黄、
吹荻、小ケ峯の地域の区画整理が実施された
田

D

喜多方

大沢入、長窪、二軒在家、治里、打入、入柴、
舘、道地、隠里の一部、小沼沢（沼平、滝ノ沢
を除く）県道北山会津若松線以東、県道喜多方
河東線以西地域及び小田高原地域

11,800 16,000 9,700 246熱塩加納 野辺沢、日中下、中志田、日中々、黒川、熱
塩の一部

山都 山都（大字のつかない地域）、木幡、小舟寺

高郷 塩坪、西谷地、池ノ原、漆窪、大谷、地割、
三方、本村、小土山、揚津（小ケ峯を除く）

E

熱塩加納 八反田の一部、田中の一部、中川原の一部、
上針生の一部、新村、日中上、上明戸、水沢

10,200 12,000 8,000 27塩川 A地区、B地区以外の東部地区
山都 一川、相川、朝倉、蓬莱、一ノ木、早稲谷
高郷 C地区、D地区以外

F

喜多方 B地区、C地区、D地区以外

9,300 9,400 9,200 14
熱塩加納

山岩尾、与内畑、五枚沢、板ノ沢、大平、黒岩、
三ノ倉、赤沢、衛門小屋、熱塩の一部、宇津
野の一部

1,837

平成27年 喜多方市 賃借料情報

（金額：円/１０a）

※地域の実情に即した情報提供のため、著しく低額あるいは高額なものは除いてあります。
※データは平成25年11月から平成26年10月までに利用権設定が締結（公告）された賃借料
（10a当たり）です。

問 農業委員会事務局　☎（24）5255　 ■熱塩加納総合支所 ☎（36）2115　　■塩川総合支所 　 

★平成21年に農地法が改正され、標準小作料が廃止されました。替わるものとして、過去１年の
　データをもとに、平均・最高・最低額を計算し、賃借料の目安としてお知らせします。
★農地の貸借をするときは、米価の推移や生産費などを考慮し、貸し手・借り手の話合いにより、
　賃借料を決めてください。

問問
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　犬の飼い主の方は、狂犬病予防法により、生後91日以上の犬に対して、生涯1回の犬の登録と毎年1
回の狂犬病予防注射を受けさせる義務があります。
　登録済の飼い主の方には、「通知書（裏面が予防注射申請書）」と「問診票」を送付しますので、集合
注射を希望する時は、記入の上、持参してください。すでに、犬が死亡・転出、所有者変更等をして
いるときはご連絡ください。
　未登録の飼い主の方は、「登録申請書」と「問診票」を準備して
おりますので、当日、記入してください。
※集合注射を受けることができるのは、健康な犬に限らせていた
だきます。問診の結果、集合注射を受けられないことがあります。
※獣医師（動物病院等）で狂犬病予防注射を受ける予定があるときは、
この集合注射を受ける必要はありません。
※当日は、犬をおさえられる方が来てください。

《 留意事項 》　 
　犬の健康や高齢等で注射に不安があるときや下記の日程で都合が悪いときは、獣医師（動物病院等）
で診察と注射を受けてください。その際の料金は、診察を受けた獣医師（動物病院等）へ実費をお支払
ください。また、注射を受けた時は、獣医師より｢狂犬病予防注射済証明書｣の交付を受けて、下記の
事務担当課にて狂犬病予防注射済票（手数料550円）の交付を受けてください。
  下記の日程で、犬の登録手続き（手数料3,000円）ができないときは、事務担当課窓口で手続きをして
ください。

問 申 環境課 環境推進係  ☎（24） 5261
　　  熱塩加納総合支所　 住民課☎（36）2113 　 　  塩 川 総 合 支 所　住民課☎（27）2400
　　  山 都 総 合 支 所     住民課☎（38）3825  　　  高 郷 総 合 支 所　住民課☎0241（44）2113

平成27年度 犬の登録および狂犬病予防定期集合注射の実施について

地区 実施日 実施時間 実施場所

塩

川

4月23日（木）
   9:00～  9:30 唐沢婦人ホーム前
   9:45～10:30 駒形地区公民館前
10:45～11:30 姥堂地区公民館前

4月24日（金）
   9:00～  9:45 堂島地区公民館前
10:00～11:30 塩川体育館前

山

都

5月7日（木）
13:30～14:30 山都保健センター前
14:40～15:00 小布瀬原公民館前
15:10～15:30 上林会館前

5月8日（金）

   9:00～10:10 山都保健センター前
10:25～10:50 堰沢会館前
11:10～11:30 舟引会館前
13:30～14:00 相川会館前
14:20～15:00 一ノ木会館前

高

郷
5月7日（木）

   9:00～10:00 高郷総合支所前
10:20～11:00 高郷公民館前
11:20～12:00 福島商店前（大谷）

地区 実施日 実施時間 実施場所

喜

多

方

4月22日（水）
13:30～14:45 岩月交遊館前
15:00～15:30 治里集会所前

4月23日（木）
13:30～14:45 熊倉公民館前
15:00～15:30 本林集会所前

4月24日（金）
13:30～14:45 松山公民館前
15:00～16:00 桜ガ丘福祉会館前

4月30日（木）
  9:00～11:30 関柴公民館前
13:30～14:30 上三宮遊樹館前
15:00～16:00 慶徳ふれあい館前

5月11日（月）
  9:00～11:30 喜多方プラザ北側

駐車場内
13:30～15:30 豊川公民館前

5月12日（火）   9:00～11:30 旧喜多方市
教育委員会庁舎前

熱
塩
加
納

4月22日（水）   9:00～11:30 熱塩加納総合支所
除雪センター前5月12日（火）13:30～15:30

《 日　程 》

《 料　金 》　

※狂犬病予防注射、登録の手続きは、いずれの会
　場でも受けられます。
※料金は、釣銭のないようご協力をお願いします。

狂犬病予防注射料金（福島県獣医師会） 2,650円
狂犬病予防注射済票交付手数料 550円

　　　　　　　　計 3,200円

畜犬登録手数料　   3,000円
（※未登録の場合のみ納入いただきます。）

問問申 申



　広報きたかた　2015.4◯　◯◯

「上ノ山墓地公園」墓所使用者募集「 集
上ノ山墓地公園の墓所の使用者を募集します。
【墓地の名称】喜多方市上ノ山（うえのやま）墓地公園
【墓地の場所】喜多方市岩月町宮津字上ノ山7923番地1
【受付期間】4月6日（月）～20日（月）土・日・祝日を除く、午前8時30分～午後5時15分
【受付場所】本庁舎1階　環境課 環境推進班
【募集する墓所】

※管理料の支払いは、年払い、もしくは一括（永代）のどちらかになります。
【受付条件】
次の2つの要件を満たす方
①平成27年5月1日現在、引き続き1年以上喜多方市に住所登録のある方
②上ノ山墓地公園内の墓所の使用許可を受けていない方
【受付方法】
①環境課に備える「図面」で場所を確認してください。
②環境課に備える「受付票」に記入してください。なお、一人で2区画以上申し込むことはできません。
【抽選方法】
①1つの墓所に複数の申し込みがあった場合、市が定めた方法により抽選とします。
※抽選は5月1日（金）午前10時から予定しています。なお、その他詳細については、受け付けの際に説
　明します。
②抽選に当選した方および抽選にならなかった方は、抽選日当日「上ノ山墓地公園申込書」を提出し
　ていただきます。

 申 環境課 環境推進係☎（24）5261

№ 聖域 聖地 番号 面積 規格 使用料
管理料※

年間管理料 永代管理料

1 2 2 37 6㎡ 規格 102,000円 3,060円 61,200円

2 2 2 44 6㎡ 規格 102,000円 3,060円 61,200円

3 2 3 4 6㎡ 規格 102,000円 3,060円 61,200円

4 3 5 25 4㎡ 規格 68,000円 2,040円 40,800円

5 5 1 11 6㎡ 自由 102,000円 3,060円 61,200円

6 6 3 40 6㎡ 自由 192,000円 3,060円 61,200円

7 7 3 2 3㎡ 規格 96,000円 1,530円 30,600円

8 7 5 31 3㎡ 規格 96,000円 1,530円 30,600円

9 8 1 47 4㎡ 自由 128,000円 2,040円 40,800円

10 8 5 18 4㎡ 規格 128,000円 2,040円 40,800円

11 8 5 72 4㎡ 規格 128,000円 2,040円 40,800円

12 9 8 6 6㎡ 自由 192,000円 3,060円 61,200円

問問申 申
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日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行

政

6日（月）4月
午後2時

～4時

塩川保健福祉
センター（いき
いきセンター）

大堀　由紀子
行政相談委員

塩川総合支所
住民課

☎（27）2400

8日（水）
午前10時

～正午

山都開発
センター

鈴木　俊子
行政相談委員

山都総合支所
住民課

☎（38）3825

10日（金）
午後1時

～4時

本庁舎1階
相談室

小原　良一
行政相談委員

生活防災課
☎（24）5208

16日（木）
午前9時
～11時30分

高郷公民館
研修室

穴澤　松雄
行政相談委員

高郷総合支所
住民課

☎0241（44）2113

人

権

16日（木）4月
午後1時

～4時

本庁舎1階
相談室

伊藤　美子
渡部　惠子

人権擁護委員

生活防災課
☎ （24）5208

法

律

24日（金）4月
午前9時30分
～午後3時30分

本庁舎1階
相談室

川瀬　裕之
弁護士

消
費
生
活

23日（木）4月
午前10時

～午後3時

本庁舎1階
相談室

横島　裕子
消費生活相談員

健

康

相

談

16日（木）4月
午前9時30分

～10時

本庁
保健センター

　赤ちゃんからお年寄りまでの健康に
ついて保健師・栄養士が個別相談に応
じます。気軽にご利用ください。
　相談を希望される方は、事前の電話
予約をお願いします。
申 保健課 健康推進室☎（24）5223

4月
5日
（日）

高橋小児クリニック（関柴町上高額）
☎ （25）7066

12日
（日）

武田医院（塩川町東栄町）
☎ （27）4031

19日
（日）

手代木医院（上町東）
☎ （22）0034

26日
（日）

鳴瀬病院（西四ツ谷）
☎ （24）3333

29日
（水・祝）

喜多方腎・泌尿器クリニック（下町南部）
☎ （23）5531

5月
3日
（日）

福田耳鼻咽喉科醫院（西四ツ谷）
☎ （24）4187

4日
（月・祝）

藤井医院（清水台）
☎ （23）0023

5日
（火・祝）

内科消化器科みつはし医院（関柴町上高額）
☎ （21）1311

6日
（水・祝）

山田産婦人科医院（新道）
☎ （22）6300

4月
5日
（日）

小野病院（新町）
☎（22）0414

12日
（日）

会津医療センター（会津若松市）
☎ 0242（75）2100

19日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

26日
（日）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

29日
（水・祝）

小野病院（新町）
☎（22）0414

5月
3日
（日）

有隣病院（松山町）
☎（24）5021

4日
（月・祝）

佐原病院（塗物町）
☎（22）5321

5日
（火・祝）

会津医療センター（会津若松市）
☎ 0242（75）2100

6日
（水・祝）

小野病院（新町）
☎（22）0414

市では、次により無料の相談業務を行っています。相談を希望さ
れる方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩
みごとや困りごとなどお気軽にご相談ください。

街頭献血にご協力を！
月 　 日 献血時間 場　　所

  5日（日）4月 午前10時～午後4時30分 ヨークベニマル（株） 喜多方店

         9日（木）

午前10時～正午

昨雲会・天心会

午後1時～4時30分

　  30日（木）

午前9時30分～午後1時 熱塩加納総合支所

午後2時～4時 JA会津いいで塩川総合支店

休日の当番医（初期救急）

休日の輪番制病院（2次救急）

？

問 問申 申



本との出会い… 新刊案内
（一部）

K i t a k a t a  P u b l i c  L i b r a r y

　広報きたかた　2015.4◯　◯◯

の『市民と市長の談話室』

◆日時･場所
○5月12日（火）午前9時30分～11時30分
　本庁舎 2階 庁議室
○5月26日（火）午前9時30分～11時30分
　熱塩加納総合支所
◆対話者 市民の皆さんなら、どなたでも対話で
　きます。
◆対話時間　1人（組）25分以内とします（受付順）。
◆申し込み　5月12日開催分は4月23日（木）まで企
　画調整課 秘書広報室へ、5月26日開催分は5月
　12日（火）まで熱塩加納総合支所住民課へ電話で
　お申し込みください。
※有意義な対話になるよう、お申し込みの際にお
　話ししたい内容（例：｢○○活性化についての提
　案｣など）を簡単にお知らせください。

 企画調整課 秘書広報室（広報）☎（24）5206
　 　 熱塩加納総合支所 住民課☎（36）2111

　市政に対するご意見やご
要望、まちづくりへの提案
など　市長と直接対話して
みませんか

 話  者  を募集します対 話 者 

4　　喜多方市美術館からのご案内

問 問申申

5月

◆開館時間
　○火～金………午前9時30分～午後7時
　○土･日･祝日…午前9時30分～午後5時30分
◆休館日
　4月1日（水）～6日（月）、13日（月）、20日（月）、
　27日（月）
 申 喜多方市立図書館☎（22）1855

一般図書

・ブラックオアホワイト 浅田　次郎

・刑事群像 香納　諒一

・千日のマリア 小池 真理子

・夢をまことに 山本 兼一

・私はこうしてストーカーに殺されずにすんだ 遥　洋子

・若者はなぜ「決めつける」のか 長山　靖生

・東北のすごい生産者に会いに行く 奥田　政行

・能面を打って増女になる本 志賀　幸之丞

・わすれもの大王 武田 美穂

・子ヤギがうまれたよ！ 長谷川 知子

・おいしい“つぶつぶ”穀物の知恵 盛口　満

・かぐや姫のおとうと 広瀬　寿子

・ルラルさんのぼうえんきょう いとう ひろし

・大津波のあとの生きものたち 永幡　嘉之

・あわふきむし 藤丸　篤夫

・アイちゃんのいる教室３年１組 高倉　正樹

児童図書

青山ひろゆき展　－ 耀 －
　会津若松市出身で、現在は
東北芸術工科大学美術科の准
教授である青山ひろゆき氏の
作品約30点を紹介します。
　ダイナミックな構図で描か
れたモチーフは、キャンディ
ーやラムネ、天使などがファ
ンタスティックに表現されて
います。
　透明感のある独特な世界をお楽しみください。
◆会　　期　4月25日（土）～5月24日（日）
◆開館時間　午前10時～午後6時
　　　　　　（最終入館は午後5時30分）
◆休  館  日　4月30日（木）、5月7日（木）、
　　　　　　13日（水）、20日（水）
◆観  覧  料　一　　　　般　300円（250円）
　　　　　　高校・大学生　200円（150円）
　　　　　　小  ・  中  学  生　100円（  80円）
　　　　　　※（　）は20名以上の団体割引料金
関連イベント
○アーティストトーク4月25日（土）午前11時～11時40
　分、喜多方市美術館内*当日観覧券が必要です。
○ワークショップ「色水鉄砲でTシャツ作り!!」
　小学生対象5月17日（日）  午前10時30分～午後2時30分
※有料、事前申込みが必要です。詳細は4月お知らせ版
　をご覧ください。
 申 喜多方市美術館☎（23）0404問 問申 申

問 問申 申

□おはなしドライブ　4月5日（日）、12日（日）、ブ
　19日（日）、26日（日）　午前11時～11時30分
□ちっちゃなおはなしかい　4月16日（木）
　午前11時～11時20分
□ユニットおりがみ教室　4月25日（土）
　午前10時～11時30分
★本とあそぼう!全国訪問おはなし隊★

4月11日（土）　午後2時30分～午後3時35分
　楽しい「おはなし」をたくさん載せて、「おはな
し隊」のキャラバンカーがやってきます!
※申し込み・参加費は不要です。
★としょかんおしごとたいけん隊★

4月25日（土）　午後1時30分～午後3時
　「図書館ってどんなお仕事をしてるの?」「ヒミツ
はあるのかな?」など、図書館に興味を持っている
小学校3～6年生の皆さん!図書館のおしごとを体験
してみたい人大募集!!（定員は10人です。お早めに
お申し込みください）

[作品名]
世界のはし（油彩・キャンパス）
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表
紙
の
写
真

17,000世帯

49,712人

23,554人

26,158人

35人

67人

　8 2人

　4 9人

喜多方市の人口
（平成27年2月1日現在）

※国勢調査をもとに、その後の出生、死
亡、転入、転出の数を加減して算出した
「福島県の推計人口」の数値を掲載して
います。

絵
馬
の
作
者
は
当
地
方
の
絵
師
高
橋
金
年

で
、
明
治
40
年（
１
９
０
７
）の
作
で
す
。高
橋
金

年
は
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
熊
倉
村
生
ま
れ

で
、
仙
台
生
ま
れ
の
画
人
熊
耳
耕
年
や
小
荒
井

村
の
小
荒
井
輪
鼎
、
小
荒
井
豊
山
ら
に
師
事
し

た
と
さ
れ
ま
す
。

一
面
に
春
夏
秋
冬
の
農
作
業
、風
俗
な
ど
が
描

写
さ
れ
、
絵
馬
中
の
人
々
の
着
衣
の
違
い
や
、
散

切
り
、髷
双
方
が
混
在
す
る
頭
髪
な
ど
、江
戸
時

代
後
半
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
風
俗
の
変

化
が
映
し
出
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
風
俗
を
知

る
上
で
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。ま
た
、
絵
馬
に

描
か
れ
て
い
る
稲
荷
神
社
の
風
景
は
現
況
と
よ

く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
橋
金
年
が
舘
地
区

の
風
景
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
稲
荷
神
社
は
、
館

の
稲
荷
神
社
と
呼
ば
れ
る
旧
村
社
で
、
か
つ
て

お
田
植
え
神
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
慶
徳
稲
荷

神
社
の
絵
馬
と
と
も
に
、
お
田
植
え
神
事
と
農

耕
絵
馬
奉
納
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
ま
す
。

■
所
在
地

稲
荷
神
社

喜
多
方
市
熊
倉
町
都
字
宮
ノ
前
丙
１

文
化
課
文
化
振
興
係

☎（
24
）５
３
２
３

たて いなり じん じゃ のう こう え ま

市有形民俗文化財【喜多方市 稲荷神社】
縦91㎝、横136㎝

舘稲荷神社農耕絵馬舘稲荷神社農耕絵馬

問問

き
ん
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く
ま
が
み

り
ん
て
い

ほ
う
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ん
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ん

ぎ

ま
げ

３
月
７
日
福
寿
草
開
花
の
情
報
を
頼
り

に
山
都
町
沼
ノ
平
集
落
へ
。

探
す
こ
と
30
分
、
崖
の
上
に
ひ
っ
そ
り

と
咲
く
30
株
程
を
発
見
し
、
写
真
に
収
め

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
に
降
っ
た
大
雪
で
真
冬
に
逆

戻
り
、
あ
の
時
を
逃
し
た
ら
表
紙
に
な
ら

な
か
っ
た
奇
跡
の
１
枚
で
す
。

３
月
29
日
か
ら
福
寿
草
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。


